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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

６
月

１
７

日
（

日
）） ））
曇

り
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
橋

本
 

梓
、
畑

林
清

子

大
江

加
予

子
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

山
川

治
雄

、
竹

中
卓

治
、
 

梶
野

照
雄

、
三

井
幹

雄
。
 
応
援
者

応
援
者

応
援
者

応
援
者
；； ；；
大

谷
展

郷
・
脇

地
真
理

(
以

上
新

宮
市

)
、
岩

本
信

行
、
中

村
佳

文
、
中

野
益

男
、
松

田

博
行

(
以

上
熊

野
市

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

１
８

名
。

 

 

今
回

の
砂

荷
揚

げ
量

は
、

７
㎏

×
１

袋
、

４
㎏

×
４

袋
＝

１
６

㎏
、

３

㎏
×

５
袋

＝
１

５
㎏

、
２

㎏
×

１
６

袋
＝

３
２

㎏
、

計
７

０
㎏

。
 

累
積

砂
荷

揚
げ

量
は

、
第

１
回

目
１

０
名

(
5
/
2
0
)
で

６
７

㎏
(
瀧

本
氏

の
炉

 

端
山

友
会

分
含

む
)
。
菅

原
・
志

岐
さ

ん
分

７
～

８
㎏

。
合

計
約

１
４

５
㎏

。
 

前
鬼

が
標

高
8
0
0
m
、
大

日
岳

が
1
5
6
8
m
で

、
そ

の
標

高
差

約
7
7
0
m
あ

る
。

空
荷

で
も

し
ん

ど
い

と
こ

ろ
へ

、
砂

を
揚

げ
る

作
業

で
あ

る
。

当
ぐ

る
 

ー
ぷ

も
会

友
減

と
高

齢
化

の
な

か
、

前
回

同
様

１
０

人
の

参
加

が
確

保
出

来
る

か
、

何
キ

ロ
荷

揚
げ

可
能

か
で

悩
ん

で
い

た
。

 

そ
ん

な
中

、
山

川
さ

ん
か

ら
岳

友
４

人
が

手
伝

う
又

、
濱

野
君

か
ら

大

谷
、
脇

地
の

二
人

が
参

加
し

た
い

申
出

が
あ

っ
た

と
の

連
絡

を
頂

き
、
久

々

の
１

８
名

の
大

人
数

と
な

っ
た

。
 

前
日

、
五

鬼
助

さ
ん

へ
「

朝
８

時
頃

入
山

す
る

」
旨

の
電

話
を

入
れ

る

と
、

こ
の

日
は

昼
前

頃
に

入
山

予
定

の
と

こ
ろ

、
そ

れ
で

は
と

午
前

４
時

に
寝

屋
川

市
を

出
て

、
ゲ

ー
ト

を
開

鍵
し

て
下

さ
り

感
謝

で
あ

る
。

 

小
仲

坊
に

１
８

名
が

揃
い

代
表

の
挨

拶
と

初
参

加
者

の
紹

介
、

沖
﨑

か

ら
今

日
の

段
取

と
予

定
等

を
話

し
、

８
時

３
０

分
少

し
前

、
各

々
が

砂
袋

を
背

に
ス

タ
ー

ト
す

る
。

 

梶
野
・
橋

本
氏

は
、
小

仲
坊

宿
泊

所
軒

下
に

ス
ト

ッ
ク

さ
れ

て
い

る
砂

・

砂
利

の
土

嚢
袋

が
劣

化
し

て
破

れ
て

い
る

の
で

、
新
規

袋
に

入
れ
替
え

て

下
さ

り
、

川
島

は
砂

袋
に

約
３

㎏
を
追

加
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
仲

坊
で

身
支

度
 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
指

示
と

初
参

加
者

紹
介

 

 前
鬼

か
ら
太
古
ノ
辻
間

の
こ

の
坂

を
前

田
良
一
著

「
大
峯

山
秘
録

」
の

強
力
秘
録

の
な

か
で

、
こ

の
坂

は
大
峯
屈
指

の
難
路

で
別

名
「

キ
ン
カ
ツ

ギ
」

と
い

う
。
登

り
は

前
を

行
く

男
の

「
キ
ン

」
を

か
つ
ぎ

、
下

り
は
後

か
ら

来
る

男
の

「
キ
ン

」
か
つ

ぐ
格
好

と
な

る
と

あ
る

。
 

私
は

、
こ

の
坂

を
二

回
目

の
徒
渉
過
ぎ

の
い
つ

も
休
憩

す
る

所
ま

で
を

第
一

ス
テ

ー
ジ

、
そ

こ
か

ら
木

段
開
始
ま

で
を

第
二

ス
テ

ー
ジ

、
二
つ

岩

下
を

第
三

ス
テ

ー
ジ

、
そ

の
上

の
太
古
ノ
辻
迄

を
第
四

ス
テ

ー
ジ

と
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

。
 

ス
タ

ー
ト

し
て

、
各

々
が
担

ぐ
重

さ
、
体
力

に
差

が
あ

る
が

第
一

ス
テ

ー
ジ

で
早
く

も
先
頭

と
最
後
尾

の
差

が
長
く

な
る

。
今

日
は

児
嶋

さ
ん

が

作
っ

て
く

れ
た
木

段
開
始

の
表
示
板

1
/
8
5
3
段

と
1
0
0・

2
0
0
の
節

目
の
テ

ー
プ

の
設
置

が
あ

っ
て

、
木

段
開
始

の
一

段
目

で
取
付
け

の
作

業
を

行
う

。
 

下
へ

目
を
や

る
と

大
江

・
畑

林
・

梶
野

・
竹

中
の

４
人

が
下

に
い

る
。

特
に

竹
中

君
が

し
ん

ど
そ

う
に
見
え

る
。
木

段
下

に
５

人
が
集
結

。
 

竹
中

君
は

砂
２

㎏
袋

を
６

袋
、
水

１
．

５
ℓ
外

に
弁

当
・
雨
具

な
ど

の

携
行
品

で
１

７
～

１
８

㎏
位

に
な

る
だ

ろ
う

。
沖

﨑
・

畑
林

・
梶

野
に

分

散
し

て
半

分
位

に
な

っ
た

か
・

・
。

二
つ

岩
に
着
く

も
先

行
組
み

は
誰

も

い
な

い
、

こ
こ

で
も

「
役

行
者
腰
掛
石

」
の

表
示
板

を
設
置

し
小
休
止

。
 

 



 2 

 
 

 

約
3
0
分

の
地

点
で

小
休

止
 

 
 

二
つ

岩
で

休
憩

 
 

 
 

先
行

組
・

太
古

ノ
辻

着
 

 太
古
ノ
辻
ま

で
６

～
７

分
位

の
所
ま

で
登

っ
て

来
た

時
、

竹
中

君
は

前

半
の
重

荷
の
為

か
、
急

に
腰

の
痛
み

を
訴
え

る
。

清
ち
ゃ

ん
持

参
の
湿
布

薬
や
サ

ロ
ン
パ

ス
で
応
急
処
置

し
、
残

り
の

荷
も

沖
崎

が
肩
替

り
。

 

帰
り

も
長

い
、
無

理
せ
ず
太
古
ノ
辻

で
待
つ

様
に

話
を

す
る

も
、
ゆ

っ

く
り
ボ
チ
ボ
チ

行
く

と
の

こ
と

で
先

行
す

る
。

 

３
時
間

と
少

々
を
要

し
て
最
終
組

が
大

日
岳
西
側
鞍
部

に
到
着

す
る

。
 

 
 

 
 

大
日

岳
西

側
鞍

部
で

昼
食

 

 

先
行
組

は
、

炉
端

山
友

会
が
太
古
ノ
辻
迄

荷
揚

げ
し
デ
ポ

し
た

１
３

袋

(
2
～

2
.
5
㎏

)
を

手
分
け

し
て

大
日

岳
西
側
鞍
部

へ
ザ

ッ
ク
や

手
に
持

っ
て

運
び

揚
げ

、
最
終
組

が
遅

れ
て

い
る

の
で

大
日

岳
山

頂
へ

と
砂

を
担
ぎ

上

げ
て
戻

り
、
鞍
部

で
昼
食

を
大
半

が
済
ま
せ

て
児

嶋
カ
フ
エ

の
コ

ー
ヒ

ー

タ
イ
ム

中
に
最
終
組

が
到
着

す
る

。
 

昼
食

を
済
ま
せ

て
、

各
々

が
順
次

山
頂

へ
砂

等
を
持

っ
て
向

う
。

 

山
頂

の
作

業
は

、
 

①
大

日
如

来
坐
像

を
持

上
げ

の
為

、
桧

大
木

と
細

い
桧

(
右

)
に
添
え

た
立

木
(
6
/
1
梶

野
氏
設
置

)
に
単
管
パ
イ
プ

(
径
4
8
m
m
)
を
渡

し
て
紐

で
括

る
。
 

②
像

上
に
渡

し
た
単
管
パ
イ
プ

に
レ
バ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
(
吊

り
機

)
２
個
設
置

 

 
し

、
吊

り
上

げ
の
坐
像

に
ザ
イ
ル
廻

し
て
固

定
。

 

 
 

 

大
日

岳
へ

の
登

り
 

 
像

を
吊

る
為

の
単

管
パ

イ
プ

を
桧

立
木

に
括

る
 

 
 

 
 

 

 
 

レ
バ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
で

大
日

如
来

坐
像

の
吊

り
上

げ
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③
坐
像

の
吊

り
上

げ
移
動

と
仮
安
置

(
石
組
み
横

の
平

地
)
し

、
転
倒
防
止

 

の
為

、
ザ
イ
ル

で
立
木

に
固

定
。

 

④
坐
像
台
座

下
の

土
台

(
基
礎
部

)
の
石
組
み

の
石

を
撤
去

。
 

⑤
水

確
保

の
為

、
容
器
追

加
(
１
個

)
と
シ

ー
ト
両
整
備

。
 

⑥
デ
ポ

の
砂

・
道
具

の
保
管

。
 

 
 

 
 

坐
像

を
吊

る
ザ

イ
ル

を
 

 
坐

像
を

吊
り

上
げ

 
 

 
座

像
を

別
場

所
に

移
動

 

 
 

 
 

 

台
座

下
の

石
組

み
掘

り
起

し
に

よ
り

像
設

置
前

の
護

摩
木

灰
在

り
 

 

6
/
0
1
、
梶

野
君

が
単
独

で
単
管
パ
イ
プ

を
揚

げ
て
く

れ
て

い
た

こ
と

又
、
 

吊
上

げ
の
為

、
三

井
さ

ん
は

入
念

に
計
画
準
備

(
別
紙

参
照

)
し

て
頂

い
た

。

特
に
レ
バ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
は

、
超

小
型

な
れ

ど
一
個

(
機

)
で

２
５

０
㎏
迄
吊

上
げ
O
K
の
優

れ
も

の
で

あ
っ

た
。
前
述

作
業

も
多

数
の
皆

さ
ん

の
参

加
と

事
前
準
備

等
の
お
陰

で
１

時
間
強

で
作

業
を
終
了

出
来

た
。

又
、

土
台
部

分
か

ら
古
銭

(
寛
永
通
宝

等
)
が

出
て

き
て
護
摩
供

の
弔

が
、
そ

の
痕
跡

(
炭

灰
)
も

あ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
現

石
組

み
横

の
平

地
に

大
日

如
来

像
を

仮
安

置
 

 

 
 

 
 

作
業

を
終

え
太

古
ノ

辻
へ

 
 

二
つ

岩
で

本
日

作
業

者
の

記
念

撮
影

と
小

休
止

 

 ま
だ

ま
だ

課
題

も
多

い
。

 

一
、
安
置
場

所
は
元

の
と

こ
ろ

な
の

か
、

少
し
ず

ら
す

か
。
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一
、
特

に
土
台

の
石
組
み

の
固
め
方

は
ど

う
す

る
か

。
 

一
、

砂
、
セ
メ
ン

ト
、

砂
利

・
栗
石

は
、

あ
と

ど
れ
位
必
要

か
、

荷
揚

げ

の
段

取
は

。
 

な
ど

等
ク
リ
ア

ー
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

は
多

い
。

 

１
３

時
１

５
分

頃
か

ら
下

山
、

１
５

時
１

５
分

に
前

鬼
・

小
仲

坊
着

。
 

五
鬼

助
さ

ん
か

ら
缶
ビ

ー
ル
や

清
涼
飲
料

の
接
待

を
し

て
頂

い
た

。
 

 
 

 
 

 
支

谷
を

渡
る

地
点
 

 
 

 
小

仲
坊

で
「

ね
ぎ

ら
い

」
終

礼
と

解
散

 

 我
々

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
も
幾
多

の
作

業
・

行
事

を
重
ね

て
き

た
。

そ
の

原
点

は
、

荷
揚

げ
に

あ
る

と
思

う
。
過
去

も
そ

う
だ

が
特

に
現
勢
力

で
は

、
大

日
如

来
座
像

の
修
復

に
関
わ

る
こ

と
な

ど
二
度

と
な

い
。

 

し
ん

ど
い

、
き
つ

い
と

感
じ

る
か

あ
り

が
た

い
こ

と
と
思

う
か

、
気
持

の
定
め

も
必
要

で
あ

ろ
う

。
 

岡
田
雅

行
(
お

に
雅

)
も

そ
う

で
あ

っ
た

様
に

、
我

々
も

大
峰

の
黒

子
で

あ
る

、
自
慢

す
る

こ
と

も
な

い
し

、
今

回
の

行
事

も
又

、
常

の
作

業
も
自

身
の

「
行

」
と

し
て

取
組

も
う

で
は

な
い

か
。

 

今
か

ら
３

４
年

前
の
昭

和
５

９
年

６
月

に
、
持
経

宿
～
平

治
宿
間

で
、

雨
の

中
千

日
刈
峰

行
が

ス
タ

ー
ト

し
た

。
左
記

は
、

そ
の

時
の
玉
岡

さ
ん

の
行
事
報
告

の
抜
粋

で
あ

る
。

 

こ
の

大
峰

は
、
他

の
山

と
違

っ
て
歴
史

の
深

い
山

で
、
訪

れ
る

人
々

は

山
岳
宗
教

の
原
点

を
探

り
に
或

い
は
歴
史

に
想

い
を
馳
せ

て
歩

い
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

山
の

道
は

、
大
勢

の
人

に
踏
ま

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
良
く

な
る

も
の

で
、

そ
の
導

入
の
役
割

は
我

々
の

目
的

で
あ

る
。

そ
し

て
そ

れ

は
他

人
の
為

に
役
立
つ

こ
と

で
あ

る
が

、
む

し
ろ
自

分
自
身

の
「

行
」

と

し
て

取
組

ん
で

い
き

た
い

。
 

南
は

本
宮

か
ら
北

は
太
古
ノ
辻
ま

で
の
繁

っ
た
部

分
の
刈

り
あ

ら
け

を

千
日

回
峰

行
に

な
ぞ

ら
え

て
、
私
達

は
千

日
刈
峰

行
と

名
づ
け

た
い

。
 

お
そ

ら
く
延
千

日
で
見
事

に
由
緒

あ
る

道
に
よ
み

が
え

り
、
私
達

も
満

願
を
果

た
し

た
心
境

に
達

す
る

で
あ

ろ
う

。
 

中
略

、
 

山
を
愛

し
自
然

の
摂

理
を

理
解

し
よ

う
と

す
る

山
彦

の
同
士

は
、
 

そ
れ

を
実

行
に
移

し
て

い
こ

う
で

は
な

い
か

、
千

日
刈
峰

行
を
み

ん
な

の
 

協
力

で
成

功
さ
せ

た
い

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

前
鬼

林
道

ゲ
ー

ト
8
:
0
2
→

8
:
1
0
前

鬼
・

小
仲

坊
8
:
3
0
→
9
:
4
5
二
ツ

岩

1
0
:
0
0
→

1
0
:
4
0
太
古
ノ
辻
→

1
1
:
0
0
大

日
岳
西
側
鞍
部

(
各
自

、
大

日
岳

に

砂
荷

揚
げ
後
戻

り
昼
食

。
尚

、
後
発
組

は
1
1
:
2
5
着

)
1
1
:
5
0
→

1
2
:
0
0
大

日

岳
(
作

業
)
1
3
:
1
5
→

1
3
：
3
5
太
古
ノ
辻

1
3
:
4
0
→

1
4
:
0
5
二
ツ

岩
1
4
:
1
5
→

1
5
:
1
5
前

鬼
・

小
仲

坊
1
5
:
3
5
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記記 記記
；； ；；
沖
崎

沖
崎

沖
崎

沖
崎
、
写
真

；
梶

野
・

川
島

)
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